
◇提案項目4：デマンド監視装置の導入
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 契約電力を下げる目的だけでなく、エネルギー使用状況を“見える化”することが有効
 いつ、どこで、どのくらい、何の目的で使われているのか分析する上で特に有効

モニタ付きデマンド監視装置の一例

計測機本体(クリップ付き)H社カタログより

【参考】簡易な機器による電力使用量の測定



◇北海道におけるビルの省エネ提案事例の紹介から
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 ビルは工場と違い、その規模・用途によって、使用形態が変わるものの、利用するビル設
備はほぼ共通している。そのため省エネポイントの傾向がつかみやすい。

 そこで過去の省エネ(最適化)診断から、どの提案項目がどれだけ提案したか集計した。

【調査対象】
R01～03年 省エネ（最適化）診断（ビル）

診断件数：55件
全提案項目数：356件

運用改善提案：125件（全体の約1/3）
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 高効率型変圧器への取替
 軽負荷変圧器の統合・無負荷変圧器の停止

◇提案項目5：変圧器の更新・統合
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 ビルは工場と違い、その規模・用途によって、使用形態が変わるものの、利用するビル設
備はほぼ共通している。そのため省エネポイントの傾向がつかみやすい。

 そこで過去の省エネ(最適化)診断から、どの提案項目がどれだけ提案したか集計した。

【調査対象】
R01～03年 省エネ（最適化）診断（ビル）

診断件数：55件
全提案項目数：356件

運用改善提案：125件（全体の約1/3）

◇北海道におけるビルの省エネ提案事例の紹介から
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 必要以上に換気をするとエネルギー消費が増える
 CO2濃度が目標基準値(ビル管法)による1,000ppmに対し余裕がある場合は外気
導入量の削減を行うことで省エネになる。

◇提案項目6：変圧器の更新・統合



1.はじめに

2.省エネ最適化診断のご紹介

3.省エネ提案について

4.省エネ管理体制について

5.エネルギー管理に対する支援

内 容
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区 分 項 目 診断先への質問 状況

1 管理体制

組織の有無 エネルギーを管理する責任者や部署を決めていますか ×

トップの意志表示 ポスターやスローガン等で周知を図っていますか ○

関連部署の連携 複数部署からのメンバーが活動に参加していますか ×

活動記録 エネルギー管理活動の記録（議事録など）はありますか ○

計画的人材育成 エネルギー管理に関する人材育成をしていますか ○

2 運転管理

運転基準 主要設備の運転基準はありますか ○

運転管理する人 基準に従って、運転管理する人を決めていますか ○

最大電力管理 デマンド計などで最大電力に注意を払っていますか ○

基準の見直し 運転基準は必要に応じて見直していますか ○

3 計測・記録

エネルギー使用量 エネルギー使用量の伝票等の記録はありますか ○

設備稼働時間 燃焼,空調,照明等主要設備の稼働時間記録はありますか △

個別エネルギー量 部門又は用途別のエネルギー使用量を把握していますか △

設備運転状況データ 温度、照度、電流値など運転データを測定していますか △

精度管理 主要な計測器の校正等精度管理を実施していますか △

◇省エネ管理の現状
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 診断前に申し込み事業者に対し、現状の管理体制のアンケートを実施（1/2）
 R01～R03年度 ビルの診断 全55件回答していただいた項目



◇省エネ管理の現状(つづき)
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状況

保守点検基準 主要設備の保守点検の基準はありますか △

保守点検記録 主要設備の保守点検の記録がありますか ○

図面整備 竣工図、系統図等整備されていますか △

補修・更新計画 保守点検記録により、補修・更新計画をたてていますか ○

エネルギーのグラフ化 エネルギーデータをグラフ化していますか ○

過年度データ比較 エネルギーの前年度等データはありますか ○

共有 エネルギーの使用状況等を社内に共有していますか ○

原単位管理 原単位管理していますか ○

データ解析 エネルギーの増減等について原因を解析していますか ○

目標設定 省エネ等の目標設定がありますか ○

目標見直 省エネ目標の見直しをしていますか ○

設備改善 設備改善・対策の実施や見直しをしていますか △

改善効果 改善・対策の効果の検証をしていますか ○

5 エネルギーの
見える化

6 PDCA
管理サイクル

区　分 項　目

4 保守・管理

診断先への質問

 診断前に申し込み事業者に対し、現状の管理体制のアンケートを実施（2/2）
 R01～R03年度 ビルの診断 全55件回答していただいた項目



◇省エネ管理の現状(つづき２）
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 6区分の自己評価結果（全55件平均）
 PDCA管理サイクル、管理体制に低い評価結果となった(「工場」でも傾向は変わらず)

○＝1点、△0.5点、×＝0点 とし数値化

低評価

設備担当の役割設備担当の役割設備担当の役割



◇エネルギー管理について
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 エネルギー管理を継続的、効率的に推進するためには適切な組織が必要。
 エネルギー管理は一部の担当者だけの仕事でなく、広く事業所全員で取り組む必要があ
る。

社長、工場長等
権限のある人

事務局

A部門 B部門 協力会社

社長、事業所長等
権限のある人

事務局

フロア
代表

テナント
代表

ビル管理
会社

工場のエネルギー管理体制の例 ビルのエネルギー管理体制の例

1. エネルギー管理体制

最重要最重要

最重要一部の担当者だけの
仕事ではない
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２．計測・記録の実施

 デマンド監視装置の設置をお勧め（データロガーなどでも十分）。

3．機器の運転・保守管理
 設備機器リストが必要。特に改造、増設等は確実に。
 保守の記録は確実に残し点検漏れの防止や以降の保全計画役立てる。

4．エネルギーの見える化
 エネルギーの使用状況を読み取り、省エネのアイディアを発想し、対策の効果を検証するた
めにはデータの「見える化」が必要。

 エネルギー使用量のグラフ化する。IT化、自動化しなくてもExcelでデータ共有・掲示などで
も十分
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◇エネルギー管理について（つづき）

担当者が替わることも考えて
引継も大事

 エネルギー管理を継続的、効率的に推進するためには適切な組織が必要。
 エネルギー管理は一部の担当者だけの仕事でなく、広く事業所全員で取り組む必要があ
る。
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 持続的な活動とするためには、管理体制を確立してPDCAサイクルを回すことが重要
 権限のある事業所のリーダーのもと省エネルギー委員会を組織して、全員参加で、知恵
を出し合って実行推進
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◇エネルギー管理のPDCAサイクル

エネルギー管理のPDCAサイクル

見える化

省エネ診断
（ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ）

省エネ診断
（提案）

運用による
改善

投資による
改善
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 エネルギー管理の進め方は省エネルギー活動の成否を左右します。計画(Plan) ⇒ 実
施(Do) ⇒ 効果の検証(Check) ⇒ 見直し(Action)のPDCAサイクルを廻す活動
を実行し、活動の継続を図ります。
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◇エネルギー管理のPDCAサイクル（つづき）

エネルギー管理の進め方

照明、空調など…

暖房○℃、冷房△℃
平日 8：30開始など …

計測・記録・保守点検など

誰が、どのようになど…
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 行動の深堀（行動変容を促す取組）によって、更なる省エネのアイデアを湧出させる
「省エネマインド」を根付かせる土壌づくりも大切。
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◇省エネの深堀

例 ・換気量の最適化

[例]

 省エネテーマを見つけた人にインセンティブが与えられる仕組みの創設

 省エネ行動の誘発を意識した仕掛けづくり

・「二度見必須」の標語を表示

 人感センサーの存在を知らしめる目的で照明を設置・制御設定変更

行動の
深堀り

テーマを
深堀り

機能を
深堀り

例 ・室内機稼働時間を出力し
無駄な運転をチェック

・インバータ制御の深化



1.はじめに

2.省エネ最適化診断のご紹介

3.省エネ提案について

4.省エネ管理体制について

5.エネルギー管理に対する支援

内 容
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 省エネルギーガイドブックによる省エネチェック項目で確認
 動画による省エネ事例の紹介
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◇エネルギー管理に対する支援

https://www.shindan-net.jp/catalog/

https://www.shindan-net.jp/
https://www.shindan-net.jp/catalog/
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【参考】省エネお助け隊（執行団体SII＜一般社団法人 環境共創イニシアチブ＞)
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【参考】エネルギー管理に対する支援

【参考】
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 省エネ・脱炭素エキスパート検定 《ネットで受検》
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◇エネルギー管理に対する人材育成支援

認定書の交付
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 エネルギー管理講習「新規講習」

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2022

◇エネルギー管理に対する人材育成支援

https://www.eccj.or.jp/mgr1/lctr/index.html#

https://www.eccj.or.jp/mgr1/lctr/index.html
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 エネルギー管理講習「新規講習」
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◇エネルギー管理に対する人材育成支援

https://www.eccj.or.jp/education/tech/index.html
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 賛助会員募集のお知らせ
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◇エネルギー管理に対する人材育成支援



ご清聴ありがとうございました
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北海道支部

０11-271-4028

hkd@eccj.or.jp


